
​クピドのまなざし​

​１０月１７日・日本福音ルーテル東京教会​
​村田淳子(S)、杉田せつ子(b-vn)、北谷直樹(cemb)、高本一郎(テオルボ)​

​モンテヴェルディ《音楽の諧謔》から〈あの高慢なまなざしは〉、 カヴァッリ《ペルシャ​
​王女スタテイラ》から〈メンフィス、私の祖国よ、王国よ〉、他​

​村田の歌唱法は完璧な古楽のそれ。邦人歌手には珍しく表現が前に出るし、イタリア語の言​
​葉にリアリティがある。《ポッペアの戴冠》の〈蔑まれた皇后〉の村田はオペラに相応しく​
​さらに声に重みを加えてより劇的に。フェッラーリでは柔軟なフレージングと的確な音程を​
​聴かせ、ストロッツィの《恋するエラクレイト》のアリアは陰影に富んだ声で濃密な情念を​
​示す。歌い終わると同時に蝋燭を吹き消して暗転にする演出もなかなか。メールラの《そう​
​信じるなんて愚か者》では明るく強い声から囁くような声まで表現の幅が広く、イタリア語​
​の発音の美しさが際立つ。村田は今後の活動が注目される逸材だ。他の器楽曲も各人の個性​
​と曲が融合した佳演。​

​那須田 務​
​音楽の友、２０１８年１２月１日発行​
​第７６巻第１２号より抜粋​


